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　能登森林組合では、組合員の皆様のご要望に答えられる様、より一層の努力をしていく所存ですので、
今後とも宜しくお願い致します。

一．‌�森
も

林
り

の恵みに感謝し、地域環境保全のため、豊かな森
も

林
り

を未来に引き継ごう。
一．森

も

林
り

を守り育て、林業と山村を活性化しよう。
一．‌�J Forest森林組合への積極的な参加によって、協同の力を発揮しよう。
一．‌�自主・自立、民主的運営を基本に、開かれた組合経営を目指そう。
一．‌�協同の理念と誇りある仕事を通じて、共に生きがいを追求しよう。

J Forest森林組合綱領　―私たち森林組合のめざすもの―
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組
合
員
の
皆
さ
ん
方
に
は
、
日
頃
か
ら
当
組
合

の
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
組
合
の
作
業
道
開
設
、
間
伐
事
業
を

行
っ
た
折
り
に
地
権
者
の
承
諾
を
得
ず
事
業
を
実

施
し
た
事
に
対
し
、
地
権
者
を
始
め
、
組
合
員
の

方
々
に
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
こ
の
様
な
事

を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
様
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
事
業
を
遂
行
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
我
が
国
の
森
林
は
、
量
的
に
充

実
し
て
き
て
年
々
材
積
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
生
産
性
が
低
く
材
価
が
低
迷
し

て
い
る
事
も
あ
り
、
林
家
の
関
心
は
低
下
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
森
林
資
源
が
十
分
に
活
用

さ
れ
な
い
ば
か
り
か
必
要
な
施
業
が
行
わ
れ
ず
、

多
面
的
機
能
の
発
揮
が
損
な
わ
れ
る
事
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
国
の
林
業
施
策
と
し
て
は
、
効
率
的
、

且
つ
、
安
定
的
な
林
業
経
営
と
し
て
施
業
の
集
約

化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
面
的
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
森
林
を
対
象
に
、

所
有
者
や
森
林
の
経
営
の
委
託
を
受
け
た
者
が
森

林
の
継
続
的
な
施
業
、
保
護
に
関
す
る
計
画
を
作

成
す
る
、「
森
林
経
営
計
画
制
度
」
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

又
、
人
材
の
育
成
と
し
て
は
、
施
業
の
集
約
化

を
担
う
人
材
と
し
て
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

育
成
し
、
更
に
組
合
員
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
木
材
利
用
の
推
進
で
は
、
平
成
二
十
四

年
度
の
国
の
補
正
予
算
で
は
、
地
域
で
流
通
す
る

木
材
を
活
用
し
た
木
材
住
宅
の
新
築
等
を
対
象
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
現
行

制
度
を
大
い
に
活
用
し
て
山
づ
く
り
を
進
め
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
皆
様
方
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
地
域
林

業
の
振
興
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
般
、
代
表
理
事
副
組
合
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
微
力
な
が
ら
地
域
林
業
の
振

興
と
健
全
な
組
合
運
営
に
尽
く
す

所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

当
組
合
の
エ
リ
ア
は
人
工
林
率

が
高
く
、
森
林
資
源
に
も
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
材
価
の
低
迷
、

過
疎
化
な
ど
に
よ
り
荒
廃
し
た
森

林
も
多
く
、
環
境
保
全
の
面
か
ら

も
整
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
よ

り
効
率
の
よ
い
低
コ
ス
ト
林
業
を

進
め
る
努
力
も
大
事
で
す
。
組
合

員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

拝
聴
し
つ
つ
積
極
的
な
事
業
展
開

を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
な

る
ご
支
援
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
代
表
理
事
副
組
合
長

を
拝
命
賜
り
ま
し
た
。
一
次
産
業

で
あ
る
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く

経
済
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く

政
府
も
林
業
再
生
化
に
向
け
、
国

産
材
利
用
普
及
促
進
に
諸
施
策
を

提
示
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
一
次

産
業
で
あ
る
林
業
に
二
次
産
業
、

三
次
産
業
を
プ
ラ
ス
し
、
六
次
産

業
と
し
て
の
企
業
化
に
取
り
組
む

こ
と
が
よ
り
成
長
産
業
と
し
て
、

林
業
の
再
生
化
に
期
待
さ
れ
ま

す
。
能
登
森
林
組
合
運
営
に
微
力

な
が
ら
全
力
を
尽
す
覚
悟
で
す
。

　

組
合
員
皆
様
方
の
ご
助
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

挨
　
　
拶

　
　
代
表
理
事
組
合
長
　
　
坂
　
本
　
　
　
明

挨
　
拶

�

代
表
理
事
副
組
合
長
　
　
堂
前
　
靖
彦

挨
　
拶

�

代
表
理
事
副
組
合
長
　
至
極
　
　
弘
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　平成25年5月31日（金）午前10時より、穴水町のとふれあい文化センターにて、平成25年度の通常総代会が
開催されました。
　総代総数300名、現在総代数296名（欠員4名）のうち、書面議決者110名、本人出席162名でした。
　提出された次の議案は全て原案通り承認されました。
第1号議案　平成24年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、損失処理案、注記表及び附属明細書について
第2号議案　平成25年度事業計画設定について
第3号議案　平成25年度役員報酬の決定について
第4号議案　平成25年度貸付金の最高限度の決定について
第5号議案　平成25年度借入金の最高限度の決定について
第6号議案　平成25年度余裕金預入先金融機関の決定について
附帯決議

平成25年度通常総代会開催される

貸借対照表 （単位：円）
科　　目 合　計 科　　目 合　計
資産の部 負債の部

流動資産 流動負債
1 現 金 15,975 1 買 掛 金 4,889,905
2 預 金 382,630,121 2 未 払 金 85,545,901
3 売 掛 金 49,327,965 3 未 払 法 人 税 等 2,119,100
4 未 収 金 373,274,482 4 前 受 金 5,787,000
5 棚 卸 資 産 29,066,524 5 預 り 金 20,972,711
6 立 替 金 896,169 6 未 払 法 人 税 等 872,500
7 造 林 勘 定 25,267,934 流動負債合計 120,187,117
8 加 工 勘 定 466,823 固定負債
9 林 産 勘 定 5,425,398 1 農 林 漁 業 借 入 金 48,151,974
10 未 収 還 付 法 人 税 等 146,648 2 退 職 給 付 引 当 金 8,859,720
11 雑 資 産 106,754 3 長 期 未 払 金 41,877,360

固定負債合計 98,889,054
流動資産合計 866,624,793 負債合計 219,076,171

固定資産 純資産の部
有形固定資産 組合員資本
1 建 物 46,107,204 1 出 資 金 573,154,000
2 構 築 物 5,793,903 2 利 益 剰 余 金
3 機 械 装 置 22,545,612 法定準備金 234,440,000
4 車 両 運 搬 具 2,042,058 その他の利益剰余金
5 工 器 具 備 品 869,693 特別積立金 307,000,000
6 土 地 96,111,747 当期未処分剰余金
7 森 林 34,405,700   当期剰余金 △ 13,845,371
8 リ ー ス 資 産 39,525,700   前期繰越剰余金 6,495,378
9 一 括 償 却 資 産 190,476
有形固定資産合計 247,592,093 組合員資本合計 1,107,244,007
無形固定資産 純資産合計 1,107,244,007

1 電 話 加 入 権 772,493
2 ソ フ ト ウ エ ア 6,281,086
無形固定資産合計 7,053,579
外部出資その他の資産
外部出資
1 系 統 出 資 金 89,120,000
2 系 統 外 出 資 金 65,063,739
その他固定資産
1 農 林 漁 業 貸 付 金 47,820,974
2 長 期 貸 付 金 3,045,000
外部出資その他の資産合計 205,049,713
固定資産合計 459,695,385

資 産 合 計 1,326,320,178 負債・純資産合計 1,326,320,178

平成25年3月31日現在の貸借対照表は次の通りです。



−4−

平成24年度　決算報告書
損益計算書

平成24年4月1日から平成25年3月31日まで� （単位：円）
科　　　目 小　計 合　計

Ⅰ　 事業総損益
　１ 事業総収益 916,249,850
　２ 事業総費用 741,701,943
　　 事業総利益 174,547,907
Ⅱ　 事業損益
　１ 人件費 164,787,175
　２ 旅費・交通費 521,927
　３ 事務費 2,208,097
　４ 業務費 3,648,839
　５ 諸税負担金 8,404,190
　６ 施設費 13,568,482
　７ 雑費 608,906
　　 　事業管理費計 193,747,616
　　 　事業損失 19,199,709
Ⅲ　 経常損益
　１ 事業外収益 11,075,848
　２ 事業外費用 4,260,556
　　 　事業外損益 6,815,292
　　 　経常損失 12,384,417
Ⅳ　 特別損益
　１ 特別利益 20,745,239
　２ 特別損失 21,333,693
　　 特別損益 △ 588,454
　　 　税引前当期純損失 12,972,871
　　 法人税、住民税
　　 及び事業税額 872,500
　　 当期欠損金 13,845,371
　　 前期繰越剰余金 6,495,378
　　 当期未処分欠損金 7,349,993

出
資
配
当
に
つ
い
て

　

本
年
度
は
決
算
報
告
書
の
と
お
り
、
損
失
を
計
上

し
ま
し
た
の
で
出
資
配
当
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
賜
り
ま
す

様
お
願
い
致
し
ま
す
。

出
資
金
残
高
の
ご
案
内
に
つ
い
て

　

能
登
森
林
組
合
で
は
、
出
資
証
券
は
交
付
し
な
い

こ
と
を
総
代
会
で
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
。

　

同
封
の
出
資
金
残
高
明
細
書
で
出
資
金
額
等
を
確

認
し
て
下
さ
い
。

名
義
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
員
で
あ
る
ご
家
族
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、

組
合
員
の
名
義
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き

は
本
所
、
各
支
所
で
受
付
し
ま
す
。

　

相
続
の
場
合　

相
続
加
入
手
続
き
と
な
り
、
ご
家
族

が
死
亡
さ
れ
て
か
ら
三
ヶ
月
以
内
に
手
続
き
下
さ
い
。

　

・�

相
続
人
が
確
定
し
、
登
記
し
た
時
点
で
相
続
の

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

・�

登
記
前
の
場
合
は
、
相
続
人
の
分
割
協
議
等
を

証
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　

※�

三
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、
手
続
き

が
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、組
合
に
相
談
下
さ
い
。
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役
員
選
挙
が
実
施
さ
れ

�
新
役
員
選
出
さ
れ
る

　

平
成
二
十
五
年
度
通
常
総
代
会
終
了

後
、
引
き
続
き
総
代
会
会
場
に
て
役
員

選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
選

挙
は
任
期
満
了
に
よ
る
合
併
後
二
回
目

の
選
挙
で
、
新
た
な
理
事
二
一
名
、
監

事
四
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
選
挙
で
は
、
第
2
区
（
穴
水
2

区
）
と
第
10
区
（
能
都
2
区
）
に
お
い

て
、
投
票
に
よ
る
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

当
選
が
決
定
し
、
そ
の
他
の
選
挙
区
で

は
定
数
と
候
補
者
が
同
数
で
あ
り
、
締

切
と
同
時
に
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

監
事
選
挙
で
は
、
全
選
挙
区
に
お
い

て
定
数
と
候
補
者
が
同
数
で
あ
り
、
無

投
票
で
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

役
員
選
挙
の
日
程
は
次
の
通
り
で
し

た
。

　

1
．
候
補
者
受
付

　
　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

　
　
　

～
二
十
七
日

　

2
．
無
投
票
公
告

　
　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
七
日

　

3
．
選
挙
日

　
　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

代
表
理
事
組
合
長
に

�

坂
本
明
氏
再
任

　

役
員
選
挙
後
、
新
役
員
に
よ
る
組
織

会
が
開
催
さ
れ
、
代
表
理
事
組
合
長
に

坂
本
明
氏
、
代
表
理
事
副
組
合
長
に
堂

前
靖
彦
氏
、
至
極
弘
氏
、
代
表
監
事
に

粟
倉
生
八
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
新

役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
任
期
は
平
成

二
十
八
年
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

代
表
理
事
組
合
長　
　
　

坂
本　
　

明

代
表
理
事
副
組
合
長
　
　
堂
前　

靖
彦

代
表
理
事
副
組
合
長
　
　
至
極　
　

弘

理
事　

山
本　

登
一	

古
坊　

勝
文

	

久
保　

寳
二	

竹
本　

昭
彦

	

谷
口　

外
夫	

廣
野　

拓
雄

	

數
馬　

嘉
雄	
高　
　

正
吉

	

川
﨑　

正
榮	
前
原　

郁
夫

	

吉
村　

安
弘	

片
岡　

秋
一
	

小
田　

宏
男	

谷　
　

定
雄

	

谷
内
與
三
郎	

尾
重　

和
彦

	

河
内　

靖
夫	

矢
野　

好
廣

代
表
監
事	

粟
倉　

生
八

監
事　

狩
野　

左
門	

田
原　

義
昭

	

室
谷　

信
子

　手入れ不足人工林については、木材生産を目的とした通常の手法では整備が期待できないため、
頻繁な手入れを行わなくても安定して公益的機能の発揮が期待できる混交林（針葉樹と広葉樹が混
じった自然状態に近い森林）への誘導を目指した強度の間伐を行っています。
　平成24年度からはこれと併せて手入れ不足人工林に侵入した竹の除去も行っています。
　手入れ不足人工林の整備については、所有者負担を求めませんが、森林所有者・市町・県等で締
結する協定により20年間は対象森林の皆伐を禁止しております。

手入れ不足環境林の整備

強度間伐　平成25年度管内実施予定面積　500ha

手入れ不足人工林（強度間伐前）

侵入竹（整理前） （整理後）

（強度間伐後）

侵入竹の除去　平成25年度管内実施予定面積　60ha
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　現在、所有林の管理や手入れについて、どうしたらいいのかわからない…
　森林を所有しているが、具体的な場所や境界がわからない…
　森林を管理してくれる後継者がいない…
　など、お困りのことはございませんか？

　能登森林組合では、皆様のこのようなご相談に対応させていただきます。

　これまでの造林補助制度では、森林組合等が実施する個々の施業（植林、間伐、伐採、保育等）に対し補助金が交付
されていましたが、平成24年度より地域の森林をまとめて（利用間伐では5ha以上、平均10㎥以上の材を搬出するもの
に限る）計画的に施業を行う者に限定して補助する仕組みに見直されました。
　このため、当森林組合ではこのような制度変更に対応し、森林所有者に少しでも多く利益の還元が可能となるよう、
各地域の森林所有者の方と「森林の施業」等に関する約束を定めた5年間の委託契約（以下、「森林経営委託契約」とい
います。）の締結を進めているところで
す。平成25年3月末で約17,000haを締結
しました。
　この森林経営委託契約に同意して頂い
た場合は、森林所有者の意向も確認しな
がら、利用間伐、更新伐（広葉樹の整理
伐を含む）を中心とした施業の実施計画
となる「森林経営計画」を作成し、これ
に基づき施業を進めて参ります。

～持続的な森林経営を目指して～
現場の実態に即して必要な施業ができる森林経営計画の作成

森林経営計画の進め方

集約化を進める地域の森林所有者への概要説明
（集落座談会等）

複数の林班単位で同意をいただいた森林所有者
と森林経営委託契約を締結

五年間で必要な森林施業を実施、併せて森林施
業の実施に不可欠な路網を開設
（林業専用道：高規格作業道→市町、森林作業
道：集材路→森林組合）
※�　路網の整備に当たっては、最も合理的な線形を計画
しますので、つぶれ地の発生についてはご了承願います

地域の1／2以上の面積で契約が締結された段階で、
・�森林の境界や現況調査
　（施業実施に支障が出ないレベル）→GISデータ化
・�森林所有者の施業に対する意向の確認
　（間伐面積の下限をクリア）
等を実施し、森林組合が森林経営計画を策定
（市・町へ認定請求）

　利用間伐、更新伐の場合は、木材（間伐材等）の販売収入と補助金収入から必要な経費を差し引き、残額
を森林所有者へ利益還元します。
　木材販売を伴わない施業（植栽、下刈、除伐、枝打等）は、補助金収入で不足する必要経費の残額は森林
所有者が負担→森林経営計画に同意がいただけない山林は補助対象外になります。
※1�　利用間伐・更新伐については林分調査の上、利益還元が可能な箇所で実施
※2�　間伐材は市売り、協定販売（林ベニヤ等）により価格の安定を図ります
※3�　森林経営委託契約を締結いただいた場合でも、林況等により五年間で施業が発生しない場合もあります（施業ごとの委託申込）

間伐が進み整備された森林（三井町）
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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
素

か
ら
森
林
組
合
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
格
別

な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
森
林
組
合
も
合
併
し
て
五
年
目
を

迎
え
、
輪
島
支
所
で
は
職
員
八
名
、
作
業
員

は
造
林
事
業
二
〇
名
、
林
産
事
業
九
名
、
加

工
事
業
三
名
の
三
二
名
体
制
で
事
業
を
推
進

し
、
組
合
員
の
皆
様
の
要
望
等
負
託
に
答
え

ら
れ
る
よ
う
日
々
努
力
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
策
定
し
た
森
林
経
営
計
画
を
基
に
、
利

用
間
伐
を
中
心
に
施
行
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
利
用
間
伐

七
〇
ha
・
環
境
伐
二
〇
〇
ha
・
竹
林
三
〇
ha

の
事
業
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
森
林

組
合
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
を
駆
使
し
、

組
合
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
還
元
で
き
る
よ

う
集
約
化
に
よ
る
利
用
間
伐
を
主
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
工
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
輪

島
、
門
前
両
加
工
場
と
連
携
し
、
建
築
部

門
で
は
増
改
築
を
主
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
加
工
部
門
で
は
昨
年
度
、
防
風
工
（
木

柵
工
）、
Ｔ
Ｋ
ウ
ォ
ー
ル
（
土
留
め
工
）
等

を
作
成
販
売
し
、
計
画
を
上
ま
わ
る
売
り
上

げ
を
達
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
度

も
昨
年
以
上
の
売
り
上
げ
の
目
標
を
立
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
電

話
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

利
用
間
伐
の
推
進
に
向
け
て

　

昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
く
「
森
林
経
営
計
画
」
に
伴
い
利
用
間
伐
事
業
の
提
案
型

集
約
化
施
業
の
推
進
拡
充
を
図
り
、
経
営
計
画
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
施
業
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
昨
年
度
新

た
に
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
、
組
合
員
・
森
林
所
有
者
の

皆
様
に
少
し
で
も
多
く
収
益
を
お
返
し
出
来
る
様
、
一
貫
し
た

低
コ
ス
ト
間
伐
に
努
め
て
い
ま
す
。
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
間
伐
施
業
の
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
施
業
提
案
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
ご
依
頼
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

支
所

取
り
組
み

各
島
支
所

輪

田
支
所

柳

フォワーダによる運材作業状況

四
あず

阿
まや

(袖ヶ浜)
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珠
洲
支
所
管
内
の
山
林
の
特
色
と
し

て
は
、
や
は
り
ア
カ
マ
ツ
林
で
す
。

　

そ
の
松
林
が
今
、
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
の
調
査

の
結
果
、
松
く
い
虫
の
被
害
が
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
約
四
倍
に
増
え
て

い
ま
す
。
伐
倒
駆
除
の
事
業
量
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
状

況
で
す
。
航
空
防
除
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
二
二
〇
ha
実
施
し
ま
し
た
が
、
来

年
度
以
降
に
向
け
て
八
〇
ha
の
増
量
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ツ
タ
ケ
量
産
の
為
に
も
、
ま
ず
は
被
害
を
く
い
止
め
、
更
新
伐
等
の
育
成

複
層
林
整
備
へ
と
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
関
係
機
関
と
の
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
事
業
量
の
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

能
登
森
林
組
合
の
主
た
る
事
業
は
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
、
提
案
型
集

約
化
施
業
で
す
。
森
林
所
有
者
の
信
頼
回
復
に
努
め
、
人
工
林
の
間
伐
だ
け
で

な
く
、
広
葉
樹
等
の
天
然
林
も
含
め
た
森
林
生
態
系
全
体
の
健
全
性
を
維
持
す

る
こ
と
が
森
づ
く
り
の
基
本
と
考
え
て
い
ま
す
。
又
、
家
の
周
辺
の
伐
採
、
枝

払
い
等
、
木
一
本
の
処
理
か
ら
注

文
を
賜
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
組
合
員
並
び
に
森
林

所
有
者
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

薪
の
生
産
、
販
売
へ
の
取
り
組
み

　

当
地
区
は
昔
か
ら
薪
や
炭
の
原
木
、
椎

茸
な
ど
の
キ
ノ
コ
生
産
の
原
木
と
し
て
、

里
山
コ
ナ
ラ
林
は
重
要
な
生
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
今
で
は
そ
の
需
要
は
下
火
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
持
続
可
能
な
循

環
型
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
価
値
の
見
直
し
を
受
け
て
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
需
要
は
増
加
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
四

月
一
日
施
行
の
森
林
法
改
正
に
よ
っ
て
、
放
置
さ
れ
て
し
ま
っ
た
広
葉
樹
林
を

更
新
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
的
に
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
更
新

伐
事
業
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

能
登
支
所
で
は
昨
年
度
よ
り
原
木
の
ほ
か
に
燃

料
と
し
て
本
格
的
に
薪
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
能
登
支
所
で
生
産
し
て
い
る
薪
は
、

三
〇
㎝
、
四
〇
㎝
、
四
五
㎝
の
長
さ
に
加
工
し
、

大
割
、
中
割
、
小
割
の
割
り
方
で
生
産
し
て
お

り
、
昨
年
度
は
年
間
一
〇
〇
ト
ン
の
出
荷
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
高
ま
る
薪
の

需
要
増
加
に
応
え
る
べ
く
、
年
間
三
〇
〇
ト
ン

の
出
荷
を
計
画
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
組

合
で
は
三
〇
㎝
の
薪
を
一
束
三
一
五
円
、
四
〇

～
四
五
㎝
の
薪
を
一
束
四
二
〇
円
で
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
薪
に
関
し
、
原
木
の
種
類
や
薪
の

長
さ
な
ど
細
か
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
や
か
に
対

応
で
き
る
よ
う
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
森
林
整
備
に
つ
い
て
も
従
来
ど
お
り

推
進
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
要
望
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

洲
支
所

珠

登
支
所

能

燃料用の薪 出荷用（1束）

松くい虫地上防除


